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初心に返るとき 
◆ 類型・科目選択の余韻の中で 

1，2年生ともに来年度の文理・類型・科目選択が行われています。各人とも熟慮し、保護者

とも相談の上で提出したことと思います。今後は学級担任との面談を通じて、最終決定となり

ます。進路実現に直結する、たいへん大きな決断の余韻が残っていることと思いますが、いま

は地道に一歩一歩、目前の学習に取り組みましょう。 

成績上は、あと 2週間で 2 学期が終了します。再来週からの期末考査は、2学期の成績が決ま

る大切なテストです。班活によっては考査前短時間練習もありますから、計画と学習内容を明確

にして学習を進めましょう。 

 

◆スタディーサポート（SS）の結果から 

【平均学習時間（平日／休日）】  1 年生：  53 分／１時間 52 分  2 年生：1 時間 12 分／2 時間 8 分  

1，2年生とも家庭学習時間（平均）は、平日休日ともほぼ同じ結果でした。1年生の平日の

学習時間は、4月に行った前回（2時間 7分）に比べると１時間以上も減りました。ちなみに休

日は前回（3時間 38分）から２時間以上減です。ところが「希望進路の項目」を見ると、“国

公立大学”希望が 74.8％（前回 57.7％）に急上昇しています。希望を高く掲げた人が増えたの

に、学習時間は減少しているという不可解？な現象が起きています。全国の国公立大学（GTZ：

Ａレベル）合格者の 1年同時期の平均学習時間は、平日 1時間 33分・休日 2時間 50分です

が、みなさん吉田高生の平日の目標学習時間は 2時間（電車通学者は往復の電車内での学習を

含みます）です。一人ひとりが学習時間を確保するように努めましょう。 

・必要なのは『まず質より量』 

また 2年生の学習時間と成績の関係（下表）は「学習時間の多い生徒は成績も良い」という

当然の結果を示しています。1年次より明確になるのは、積み重ねの差です。成績向上の条件

は、まずは『学習時間を増やす』こと。言うまでもなく、圧倒的な学習量に勝ることなど出来

ません。学習時間を確保した上で、質（効率）を高めるのです。 

◎成績層別推移グラフ ※校内成績上位から ～20％、20～50％、50～80％、80～％に分けて集計 

 

 
平日学習時間が１時間を切っています 

１年生は危機感を持ってください!! 

成績上位層は 
休日学習時間が 
１時間多い！ 

 



 11月の目標   

 共 通  土曜日・日曜日の学習室を利用して期末考査に向かう 

 １年生  期末考査を目標にして 2学期を気持ちよく締めくくる 

 ２年生  学校生活を見つめ直し、最上級生への自覚をもつ 

 

◆「文武両道」は楽じゃない、でも… 

SS では、1 年生の 53.8％の生徒が「部活動の影響で思うように学習できて

いない」と回答しています。これは本校生徒に見られる毎年の傾向で、全国

的な平均と比較しても非常に高い数値となっています。しかし、学習できて

いない理由は本当に班活動にあるのでしょうか？班活動に取り組んでいるか

らこそ時間の有効な使い方や生み出し方ができるはずです。（スマホに興じ

ている時間などはありません。）苦しい時こそ、同じ班員同士で切磋琢磨し

あう姿勢が求められます。 

 

 

 

 

 

 

◆「受験勉強にフライングはありません」 

 下表は 2 年生の受験勉強のスタート時期の回答結果です。2 年次にスター

トする（もうスタートを切っている）生徒の割合は 89%を超えています。全

国には新人戦が終わると、2 年生で部活動を引退する学校もあり、みなさん

はその彼らと勝負することになります。受験勉強のスタートを切るのに、早

すぎることなど決してないのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 今月の 3年生   「特編Ａがスタートします」 

1 月 18,19 日の大学入学共通テスト試験に出願した本校 3 年生は 223 名でし

た。期末考査以降からは、受験直前期の学力養成を目指して特別編成授業に

突入します。3 年生の日課は基本的に 85 分×4 コマ（午

前 2 コマ、午後 2 コマ）となり、1・2 年生のみなさんに

は、授業間の休み時間に静かに行動してもらうなどの協

力をお願いします。学校全体で 3 年生を応援しましょ

う！ガンバレ 3 年生！ 

◎部活動と学習の両立　※参考値は、国公立大学（GTZ：Aレベル）合格者

選択肢 今回 前回 前年 参考値

部活動の影響で思うように学習ができていない 59.7 23.7 53.8 33.1

部活動と学習の両立ができている 31.9 65.9 39.4 50.1

部活動はしていない 8.4 10.8 6.4 16.5

◎受験勉強のスタート時期

選択肢 今回 前回 前年 参考値

2年生の２学期（９月以降） 43.1 14.2 47.6 38

2年生の冬休み 26.3 8.2 24.9 21.4

2年生の３学期（１月以降） 13.4 9.1 16.6 9.4

3年生になってから 6.5 3.4 7.4 5.5
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理系クロストーク講座
小児リハビリ体験講座

大学模擬講義[2]

探究合同発表会[1･2]

全統プレ共テ[3]

勤労感謝の日
全統プレ共テ[3]

吉田小学校教育体験

小論文模試[3]

文化の日

進研記述模試[1･2･3]

期末考査



キャリア探究の秋を深めよう 
季節は一気に秋本番を迎えています。重要な来年度文理・科目選択の時です。 

この秋が深まる 11月は、様々なキャリア体験講座が開催されます。11/12吉田小学校教育体

験、11/22理系学生クロストーク講座、キャリア教育講座（小児リハビリ体験）、12/2（土）大

学模擬授業は、進路研究を深めるための大切な企画です。積極的に参加するのはもちろん、欠

席しないよう体調管理に留意しましょう。 

◆ 外部講師の先生方、各大学の皆さまのご協力に心より感謝を申し上げます 

2 学年は信州大学と金沢大学の先生方をお招きして、大学の模擬講義と学部・学科の説明をい

ただきます。本校生徒のために、たいへんお忙しいなかをご協力いただく皆さまに心より感謝申

し上げます。生徒諸君はお世話になる皆さまに深く感謝しつつ、キャリア探究を進めて下さい。

「主体的・対話的に深く学ぶ」姿勢は、積極的に質問する行動として表れるはずです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学年大学模擬授業（大学学部・講義タイトル）

1 信州大学 人文学部 　「はじめてのドイツ語」

2 信州大学 人文学部　 「好きと嫌いの心理学」

3 金沢大学 人間社会研究域法学系 　「家族と法」

4 金沢大学 人間社会研究域法学系 　「災害・危機対応と財政」

5 信州大学 教育学部 　「文理横断的な学習の意義～経済社会を例に～」

6 信州大学 医学部保健学科 　「発達障がいの子育てを応援する父親トレーニングの開発」

7 信州大学 医学部保健学科 　「喘鳴(ぜんめい)を呈する疾患について」

8 信州大学 工学部 　「光と色の化学」

9 信州大学 理学部　 「生態学 序章」

10 金沢大学 理工研究域 　「一つの分子を動かす際の摩擦」

Ａ：（機械電気系）　諏訪東京理科大学工学部・情報応用工学科

研究テーマ「教育工学 ～学習サポートは教員だけじゃない～」

Ｂ：（情報系）　諏訪東京理科大学工学部・機械電気工学科４年

研究テーマ「リニアモータの試作と推進・浮上試験」

Ｃ：（農業系）　信州大学農学部・植物資源科学コース4年

研究テーマ「深層学習を利用した白紋羽病菌感染枝の分類手法の検討」

Ｄ：（建築工業系）　信州大学　大学院総合理工学研究科・建築コース

研究テーマ「全館輻射冷暖房システムを導入した住宅の設計手法に関する研究」

Ｅ：（理学系）　信州大学　大学院総合理工学研究科・化学ユニット

研究テーマ「ワイヤレス給電法を用いた新しい分析方法の開発」

F：（教育系）　信州大学教育学部

グループセッションテーマ「コース紹介（ICT教材開発）など」

昨年度 開講された理系学生クロストーク講座です 



 

 
令和８年度信州大学工学部改組に関するオンライン説明会の案内です。  

 

NEW COURSES：１＋９ 


